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福祉コミュニケーション

　
八
都
小
学
校
で
は
平
成
16
年
度
か
ら

食
育
指
導
の
一
環
と
し
て
も
ち
米
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
12
月
14
日
、
そ
の
収
穫
を
祝
い
全

校
児
童
に
よ
る
も
ち
つ
き
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
杵
を
手
に
す
る

児
童
が
殆
ど
で
し
た
が
、
順
番
に
つ
い

て
み
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
で
き
上
が

り
。
み
ん
な
で
食
べ
る
お
も
ち
は
お
い

し
さ
も
格
別
の
様
子
で
し
た
。

　
お
祝
い
の
席
に
は
欠
か
せ
な
い
お
餅

で
す
が
、
お
正
月
に
供
え
ら
れ
る
鏡
餅

は「
魂（
た
ま
し
い
）」を
意
味
し
、
新
し

い
年
の
神
様
に
お
供
え
し
神
様
と
一
緒

に
食
べ
る
こ
と
で
新
し
い
命
・
力
が
授

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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10
月
21
日
、
栗
源
中
学
校
体
育

館
を
会
場
に
悠
友
の
つ
ど
い
（
敬
老

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
70
歳
以

上
の
対
象
者
1
1
3
3
人
の
う
ち
、

3
0
0
人
余
り
の
参
加
者
が
あ
り
、

式
典
で
は
節
目
の
方
た
ち
や
結
婚
50

周
年
の
ご
夫
妻
の
み
な
さ
ん
に
宇

井
市
長
か
ら
直
接
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
、
会
場
は
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
午
後
は
、
お
楽
し
み

の
演
芸
会
が
行
わ
れ
、
小
見
川
の
松

下
右
近
、
左
近
さ
ん
ご
夫
妻
や
青
山

社
中
の
皆
さ
ん
に
よ
る
舞
踊
や
演
奏

悠
友
の
つ
ど
い
開
催

共
同
募
金

イ
ブ
ニ
ン
グ
マ
ザ
ー
ズ

に
会
場
か
ら
飛
び
入
り
で
参
加
す
る

人
も
あ
り
、
笑
い
と
熱
気
に
溢
れ
る

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。祝辞をのべる宇井市長

ボランティアの呼びかけに笑顔で募金

お揃いのムームーでフラダンス

　

イ
ブ
ニ
ン
グ
マ
ザ
ー
ズ
（
山
田
地

区
民
生
委
員
女
性
委
員
と
母
子
福
祉

協
力
員
山
田
支
部
に
よ
る
、
手
話
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
）
は
、
9
月
15
日
、

九
十
九
里
ホ
ー
ム
山
田
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
敬
老
会
に
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌

い
、
踊
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　

11
月
3
日
、
山
田
区
事
務
所
前
広

場
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
山
田
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
当
協
議
会

山
田
支
所
も
高
齢
者
の
招
待
や
、
共

同
募
金
の
呼
び
か
け
を
行
う
な
ど
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

11
月
19
日
、
栗
源
の
ふ
る
さ
と
い

も
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
栗
源
支
所
で
は
本
会
場
隣
の
栗
源

小
学
校
校
庭
に
お
い
て
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
雨
模

様
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
50
組
の
方
が

出
店
し
、
大
勢
の
人
出
で
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
大
き
な
声
で
募
金
を
呼
び
か
け
、

協
力
し
て
く
れ
た
人
に
手
作
り
の
木

工
品
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
な
ど
熱
心
に
募
金
へ
の
協
力
を

求
め
て
い
ま
し
た
。

か と り
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社 協 か と り
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃

い
で
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
香
取
市
社
協
に
対
し

ま
し
て
格
別
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

お
陰
さ
ま
で
、
昨
年
4
月
に
発
足

し
た
香
取
市
社
協
は
、
理
事
・
監
事
・

評
議
員
各
位
の
協
力
を
得
ま
し
て
事

業
運
営
も
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
部
に
景
気
回
復
の
兆

し
が
見
え
て
き
た
と
は
言
え
未
だ
に

経
済
状
況
が
悪
い
中
、
国
は
、「
障

害
者
自
立
支
援
法
」
の
改
正
を
、
そ

し
て
千
葉
県
は
、全
国
初
と
な
る「
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら

し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り
条
例
」
の

制
定
を
、
ま
た
社
会
問
題
と
し
て

は
、
高
齢
者
世
帯
に
お
け
る
老
々
介

護
の
あ
り
か
た
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
福
祉
環

境
が
大
き
く
変
革
し
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
香
取
市
社
協
は
こ
の
9
ヶ
月

間
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
展
開
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
部
の
事
業
に
お

い
て
準
備
不
足
の
た
め
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
各
支
所
間

と
の
調
整
を
図
り
円
滑
な
事
業
の
実

施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
協
が
最
も
重
き
を
置
い
て

い
る
事
業
の
ひ
と
つ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
各
支
所
に
お
い
て

様
々
な
団
体
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
地
域
の
み
な
さ
ま
が
誰
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
活
動
の
支

援
と
団
体
の
育
成
を
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
合
併
に
伴
い
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
懸
案
事
項
を
早
期

に
解
決
す
る
た
め
、
理
事
・
監
事
・

評
議
員
一
丸
と
な
り
ま
し
て
自
主
財

源
の
確
保
と
歳
出
の
削
減
に
努
め
、

市
民
の
皆
様
に
喜
ば
れ
る
福
祉
の
充

実
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
す
ば
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

地
域
福
祉
の
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

会
長　

田 

中  

量 

賢

左から木内さん、菅谷さん、大照さん

　

11
月
17
日
、
千
葉
県
社
会
福

祉
大
会
に
お
い
て
、
菅
谷
泰
輔

さ
ん（
府
馬
）、木
内
正
さ
ん（
鳩

山
）
が
永
き
に
亘
る
民
生
委
員

児
童
委
員
の
功
績
に
対
し
て
県

会
長
表
彰
、大
照
洋
子
さ
ん（
府

馬
）
は
県
社
協
へ
の
多
額
な
寄

付
に
対
し
て
、
県
社
協
会
長
感

謝
状
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
表
彰
受
章

香
取
昭
一
さ
ん（
佐
原
イ
）

　

11
月
3
日
、
文
化
の
日
表
彰

式
が
千
葉
県
議
会
議
場
で
行
わ

れ
、
香
取
昭
一
さ
ん
が
健
康
福

祉
功
労
者
と
し
て
知
事
表
彰
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

県
社
協
会
長
表
彰
・
感
謝
状
受
章

香
取
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

2平成19年1月



新
島
中
学
校
で

福
祉
を
学
ぶ
会
開
く

ボランティア養成講座
　9月 29日、山田公民館ホールでNPO法人全国骨髄バンク推進連絡協議会会
長大谷貴子先生をお迎えし、社会福祉協議会主催によるボランティア養成講座を
開催いたしました。
　大谷先生は白血病にかかった経験を基に人と人との繋がりの大切さ、人を思い
やる気持ちの大切さについてのお話をいただきました。会場に訪れた約 200人
の人達はみな熱心に耳を傾けておりました。
　参加した山田中学校の生徒からいただいた感想文を紹介いたします。

　今回、大谷さんの話を聞いて、大谷さん
は白血病によって、自分の非力さや過去の
集団いじめをしたことへの後悔を痛感した
んだなぁと思いました。始めは自分が助か
りたいという気持ちで、骨髄を提供してく

れる方を探していたけど、助かってからも同じような人を
救うために活動し、それが今の骨髄バンクとして、たくさ
んの人々のために役立っているのはすごいと思います。
　大谷さんの言っていたとおり、生き続けるということが
一番大切なんだと思います。
　何かをすれば、人の役に立つ…まずは身近なところから
自分にできる「社会貢献」をしていればいいと思います。
　これから、たくさん嫌なこと、楽しいことなどがあると
思うけど、努力して努力して何か自分にプラスになるよう
なことを経験していきたいです。
　この先、私も大人になったら骨髄バンクに登録したいと
思いました。

菅谷 詩歩

　今日やっと少しだけボランティアって何なのかわかった気が
した。それは、「がんばれ！」より「一緒にがんばろう！」と
いう言葉の方が嬉しかったという大谷さんを見たからだ。「一
緒にがんばろう！」すごくいい言葉だと思う。子が親を殺した
り、友達が友達を殺したりするような今の社会の中で、知らな

い人、会ったことのない人の命を助けようという骨髄バンクに登録している人
はすごい。人と人とが繋がって生きていると感じられた。今、自分が持ってい
るもの、身に付けているものは全て「だれか」によってつくられている。その「だ
れか」がいるから、今自分が生きていることを忘れてはいけないと思った。一
日一日を大切に精一杯生きていこうと思った。クラスのために、市民のために、
日本のために、世界のために今、自分にできることを考えていきたい。

鈴木 優子

　今回の講演を聞いて、私は「自分のまま
でいいんだ」と思いました。私は自分を人
に合わせて変えなければ役に立てない、必
要としてもらえないと思っていました。
　でも、講演の中で「生きていれば人の役

に立つ」というお話があり、それが嬉しかったし、このま
までいいんだ、と安心できました。
　生きていることで人の役に立つということがどういうこ
とかは、まだ良く分かりませんが、自分だけのために動か
ないようにしようと思いました。人が何かしていようとし
ているのを私にできることなら手伝っていこう、自分のこ
とだけではなく、周りを見て一生懸命生きていこうと思い
ました。
　私自身も、人に生かされていて、人に助けられていて、
この場所にいるんだ。ということに感謝しなければならな
いと感じ、そしてこれからはみんなで助け合い、支えあっ
て歩いていけたらいいと思いました。

藤原  愛

　香取市社会福祉協議会では、ボラン
ティアをしていただける方を募集して
おります。
　日頃から「私にも地域社会のため
に何かできることがあるかもしれな
い？」と考えておられる方、ボランティ
アの登録をしてみませんか。

ボ ラ ン ティ ア
募　　集

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
料
理
教
室

楽しそうに料理を作っている参加者のみなさん

熱心に聞きいる生徒たち

　

10
月
26
日
、
今
年
度
の
「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
料
理
教
室
」
が
無
事
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
か
ら
旧
佐
原
市
社
協
が

独
自
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
た
も
の

で
、
今
年
で
18
回
を
数
え
ま
す
。
参

加
者
は
65
歳
以
上
の
男
性
30
人
。
年

4
回
の
活
動
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

1
回
は
研
修
と
し
て
日
帰
り
旅
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
料
理

教
室
は
1
年
で
終
了
で
す
が
、
毎
年

の
参
加
を
楽
し
み
に
3
年
以
上
参
加

さ
れ
る
方
も
大
勢
お
り
ま
す
。

　

料
理
教
室
は
管
理
栄
養
士
の
先
生

の
指
導
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
香

取
市
の
福
祉
を
学
ぶ
会
が
新
島
中
学

校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
は
2
人
の
職
員
が
出
向

き
地
域
の
福
祉
の
実
状
や
社
会
福
祉

協
議
会
の
役
割
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

生
徒
達
は
熱
心
に
話
し
を
聞
き
、

「
社
会
福
祉
協
議
会
は
ど
の
よ
う
な

組
織
な
の
か
」「
香
取
市
で
は
ど
の

よ
う
な
福
祉
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

若
い
人
達
に
は
関
心
が
無
い
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
な
福
祉
で
す
が
、
意

外
と
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
る
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
社

会
福
祉
協
議
会
は
こ
れ
か
ら
も
若
い

世
代
と
一
緒
に
か
か
わ
る
機
会
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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協

　10月14日、八都小学校屋内運動場で、65歳以上の方を対象にユ
ニカール大会を開催しました。
　ユニカールとは、トリノオリンピックで脚光を浴びたカーリングに
似たスポーツです。
　カーリングは氷上で行いますが、ユニカールは体育館のような広
い場所があればできるスポーツで、二重の円が描かれた特殊な細長
いカーペットを床の上に敷きストーンを円の中央目掛けて滑らせる
スポーツです。
　ユニカール大会も今
回で11回目を迎え参
加者は年々増えており
今年は役員も含め80
人以上集まりました。
秋の爽やかな季節の
中、楽しいひと時を過
ごせたことと思います。

　小見川西地区社協の事業として、毎年、福祉施設の訪問を実施し
ています。今年度は、12月9日に西地区運営委員25人で、「厚生園」「お
おくすの郷」「水都苑」「老健おみがわ」の訪問を行いました。
　訪問に際しては、2グループに分かれて各施設50分位の訪問時間
で、午前中に実施し、運営委員が持ち寄ったタオル等を届けました。
　各施設では、施設の説明、施設内の見学をさせていただきました。
各施設とも、入所者や利用者が安心して快適に生活が送れるように
工夫されていたり、環境面も安全に配慮がされていたり、とても充実
していました。また、運営委員の中には、入所
されている方と知り合いの方もおり、親しく話を
したり、励ましの声をかけたりする姿も見られま
した。
　今回の施設訪問は、各施設の現状や様々な取
り組みや努力、そして、地域との交流を密にして、
よりよい介護支援等に努めていることを知る良
い機会となりました。

　９月28日、山倉小学区地区社
協で「高齢者バスハイキング」が開
催され、75人が参加しました。
　山武市にある「浪切不動院」と

「伊藤左千夫生家・資料館」を見
学しました。
　また、12月４日には、府馬小学
区地区社協で「敬老バスハイキング」が開催され、108人が参加し

ました。
　長生村にある「太陽の里」で芝
居や食事、お風呂などを楽しみま
した。
　参加者全員、有意義な時間を過
ごせたことと思います。

シリーズ

地区社協とは、住民にとって最も身近な社協として、地域
住民が主体となって組織されている団体です。香取市全域
をカバーする地区社協の活動をシリーズで紹介します。
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　新宿地区社協では、毎年一人暮
し高齢者の方の親睦をかねて、日
帰り旅行を実施しています。今年は
10月11日に本宿地区社協と合同
で、筑波宇宙センターと、ワープステーション江戸を見学しました。
　筑波宇宙センターでは、様々な人工衛星試験モデルや、燃焼実験
に使われたロケットエンジン、さらには日本実験棟「きぼう」の実物大
のモデルなどを数多く揃えた展示室を見学し、皆さん本物の宇宙開
発というものに触れることが出来たような気分になりました。昼食は
センター内の食堂で、各自がお盆を持って台所に行き、温かいご飯と
味噌汁とお惣菜を盛り付けてもらい、席に運び、皆さん楽しくだんら
んしながら食べました。次には、時代劇撮影用のオープンセット、大
河ドラマを初め、数多くの時代劇を撮影された所のワープステーショ
ン江戸を見学しました。400年の時を超えて、華の江戸にタイムスリッ
プして、江戸時代の雰囲気を存分にあじわってきました。
　車中では、参加者が自己紹介をしたり、昔話に花を咲かせながら
和やかに一日を過ごしました。

区社
地高萩 地区社協（栗源区）

　今年で６回目を
迎えた「ふれあい
もちつき大会」が
11月12日高萩青
年館で行われまし
た。朝早くから地
区社協の役員や
ボランティアのみ
なさんがもち米を
ふかしたりお雑煮
を作ったりとひと
足早いお正月気

分です。準備ができるまでの時間を使って高齢者と子ども達は輪投
げをして遊びました。掛け声をかけたり、歓声を上げたり。青年館
は熱気に満ちあふれました。すっかり雰囲気がとけこんだ所でお楽
しみの餅つき大会が始まりました。地域がひとつになれる楽しいイ
ベントはすっかり定着したようです。

八都小学区 地区社協（山田区） 小見川西 地区社協（小見川区）

山倉小学区 地区社協

府馬小学区 地区社協（山田区）

新宿 地区社協（佐原区）

地域ふれあいもちつき大会

ユニカール大会

バスハイキング

歳末施設訪問

高齢者日帰り旅行

▲もちつき前に輪投げで楽しむ参加者

▲円の中央で止まりますように

▲ワープステーション江戸にて

▲浪切不動院の仁王門

▲太陽の里での食事のようす

4平成19年1月



平成８年２月、20人足らずで発足して手さぐり
のボランティア活動も10年となります。

　現在は、配食サービスと山田区内の介護施設
の庭園の草取りやクリーニングの手伝い等させて
貰っております。
　また、年に１度２ヶ所の施設の冬の花壇をきれい
にしようと葉ぼたん、パンジー等の花植えもして
います。

声の広報を障害者の皆さ
んにお届けして今年

で23年になります。昨年は新
メンバー募集の為、朗読養成講座を開
き、新しい仲間もふえました。
　現在16人で２班に分かれて月２回、活
動して居ります。活動する上で心がけて
いる事は、「いつも聞いて下さる人の立場
にたって！」という事です。また月２回メン
バーとの交流も楽しいひとときです。私達
の活動を支えて下さる身体障害者相談員
の方々に感謝しつつ、今月もまた、待って
いて下さる皆さんに「声の広報」をお届け
したいと思っております。

こんにちわ！
佐原点字サークルです。

　点字は視覚障害者にとって多方面の情報を
得る為の大切な役目をしている手で触って読
む仮名文字の一つです。縦３・横２の６つの
点の組合わせで全ての文字を表しています。
漢字を仮名文字に置き換えて「規則」に沿って
読み易い様に区切りをつけ点字で書き表しま
す。これを「点訳」といいます。
　佐原点字サークルは1980年に発足し、現
在では中央公民館で月２回の例会を持ち10
人程で点訳奉仕をしています。作成するもの
は文学書・暦・時刻表（バスや列車）・辞典・
役所からのお知らせ等を点訳・校正・製本・
配布の順で行っています。皆さん和やかに楽
しく年令を忘れて打ち込んでいます。

第10回を数える移動教室は童謡のふる里づくりとして、ハード、ソフト両面か
ら熱心に町づくりを進めている埼玉県の大利根町を訪ねました。

　10月半ばの好季節、36人を乗せたバスは定刻に出発し、ほどなく恒例による車中
での童謡の合唱です。
　大利根町の童謡のふる里づくり発端は、日本の近代音楽の基礎を作った下總皖一の
生誕地だからです。
　車は渋滞もなく大利根町の道の駅に到着。農業創生センター前に建つ下總皖一像を
見学、そこで下總皖一研究の第一人者であり、偲ぶ会の会長をされている中島睦雄先
生と落ち合いました。
　土地の香り豊かな黒米うどんの昼食の後、先生の案内で町をめぐり、野菊公園入口
の歌碑「野菊」も見学しました。
　アスタホール（公民館）で中島先生のお話しと共に、素晴らしいピアニストの演奏と
声学家の歌唱を聴かせて頂き、下總皖一作曲の作品の素晴らしさを堪能しました。私
達になじみの深い作品「野菊」を、歌い手さんと共に歌った感動は忘れがたいものとな
りました。有意義なひとときを過ごした後、隣接する羽生市のさいたま水族館で、淡
水魚120種を眺めた後、帰路に着きました。

ひとり暮し老人への給食サービスを行っているねむ
の木会は23人の会員で活動しています。結成から

13年、毎月栗源公民館にお年寄りをお招きしては、季
節にふさわしいお料理を作っておもてなしをしていま
す。一緒に食事をした後は、クイズをしたり歌を歌ったり、
時にはマジックの得意な人がお手並みを披露したりと楽
しい時間を過ごします。参加するお年寄りを送迎する運
転ボランティアの協力をいただきながらこれからも心を
込めたお料理で給食サービスを続けて行きたいと考え
ています。

か と り
福祉コミュニケーション

社 協 か と り

ボランティア団体の紹介地域の
ために！

現在香取市には、様々な活動をしているボランティア団体が97あります。ここでは、活動・魅力を余すところ
なく紹介していきます。また「やってみようかな」という方は、本所（TEL 54-4410）までお問合せください。

やまゆりの会
（山田区）

3

朗読奉仕グループ「水面」
（小見川区）

佐原点字サークル
（佐原区）

童謡部会
（山田区）

ねむの木会
（栗源区）

▲お料理だけじゃなく時には皿回しも

▲和やかな雰囲気で録音中▲葉ぼたん植えのようす

▲佐原中央図書館点字図書コーナー

▲アスタホールでのミニコンサート　野菊をみんなで合唱♪

5 平成19年1月



いつまでも自分らしさを大切に、介護の手に優しさと温もりを込めて応援します

介護ショップ あん心

－安心・親切・良質・迅速－
福祉用具の専門相談員がご利用者様に応
じた最適な介護用品をご提案致します。
★お 気 軽 に ご 相 談 下 さ い★

－取り扱い商品－
介護用ベッド・車椅子・歩行器・杖・
シルバーカー・リハビリシューズ・
肌着・パジャマ・ポータブルトイレ・
紙オムツ・認知症関連用品など

☎0478-52-2222
〒287-0061　香 取 市 谷 中 934-1

介護保険指定事業所

介護用品・福祉用具の介護用品・福祉用具の レンタルレンタル 販　売販　売

か と り
福祉コミュニケーション

社 協 か と り

高齢者と中学生との
グラウンドゴルフ交流会

高齢者スポーツ交流会

　

10
月
14
日
、
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。
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域
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る
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。
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動
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無
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と

し
て
少
し
で
も
相
手
の
立
場
に
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っ

　10 月 27 日、第 28 回栗源支部高齢者スポーツ大会が、香
取市栗源運動広場で開催されました。高齢者クラブ会員約 300
人が参加し、全 9 種目を元気いっぱいに競技しました。ミカン
はさみレースでは、ミカンが転がるたびに大歓声。玉入れ競技
では、チームごとに大声援。
　ランチタイムのあとに
は、容扇会文化協会の皆
さんに指導していただき
老連音頭の練習をしまし
た。たくさんの方が参加
し、大きな輪が広がりま
した。
●大会結果
　優　勝　西崎
　準優勝　助沢
　３　位　上の台

第28回栗源支部高齢者スポーツ大会

　毎年恒例の香取市高齢者クラブ連合会佐原支部の運動会が
10 月 24 日香取市民体育館で開催されました。外はあいにくの
天気でしたが、約 300 人が参加し玉入れやパン食い競争など
おなじみの 10 種目で熱戦が繰り広げられました。
　参加者は日頃から町内の高齢者クラブの活動に参加されてい
るため、みんなの息は
ぴったり。みなさん 1
等目指して頑張ってい
ました。
　この行事は高齢者ク
ラブの主催で行われ、
社協はボランティアの
方々と一緒に手伝いと
いう形で参加していま
す。

香取市高齢者クラブ連合会
佐原支部運動会

　10 月 22 日、山田中央運動広場野球場において「平成 18 年
度第 1 回山田高齢者スポーツ大会」が開催され 300 人近くのお
年寄りが集まり、秋晴れの下、グラウンドゴルフを楽しみました。
　成績は次のとおりです。
●団体の部
　優　勝　神生寿昌会 1 組（123）
　準優勝　小川寿会 3 組（127）
　第３位　竹之内熟年クラブねんりん 1 組（129）
●個人の部（男性）
　優　勝　八木 喜男／神生（33）
　準優勝　越川 三朝／在郷（37）
　第３位　金生谷 尚／川上（37）
●個人の部（女性）
　優　勝　行方 久子／入小（40）
　準優勝　斉木 節子／小川（41）
　第３位　石毛 なか／仁良（42）
●寿賞　八本　政富／大角　木村　政子／小川

平成18年度
第1回山田高齢者スポーツ大会

※（　）内はスコアです

山田支所

　11 月 6 日、山田中学校で山田中 1 年生 89 人と高齢者クラブ
山田支部から 46 人が参加し、グラウンドゴルフ交流会を開催し
ました。
　この世代間交流事業は、中学校が中心となり平成 4 年から毎
年実施している事業で、高齢者と中学生が一緒にグループを組み
グラウンドゴルフをした後、グラウンドゴルフを共にしたメン
バーでのお話し会、お手玉やトランプなどをしているグループも
あり、みな楽しく、そして充実した時間を過ごしました。

厚
生
園
の
運
動
会
に
参
加
し
て

高齢者クラブ連合会

た
関
わ
り
を
心
が
け
、
安
全
で
楽
し

く
過
ご
せ
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
園
生
が
中
心
と
な
っ

て
楽
し
め
る
催
事
が
続
く
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。

　

園
生
た
ち
と
の
関
わ
り
か
ら
私
自

身
も
多
く
の
事
を
学
ん
だ
有
意
義
で

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

○開会式のようす○

「さあ、ゴールはもうすぐ!! 」

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
菅
谷
と
よ
︵
油
田
︶

魚釣り

レースになるとみんな真剣です

おじいちゃん、おばあちゃんとの交流

6平成19年1月



ホクト浄水機販売  香取市鳩山401  TEL 0478-78-5363

　佐原区内の上水道が整備されていない地域
で、水質基準に適合しないため、浄水器を設置
する場合は補助金対象となります。

補助金対象者

http://hokuto-aqua.com/

おいしい水はホクトから…おいしい水はホクトから…

レンタル料金
1ヶ月1ヶ月 円～3,000

長生きしたけりゃ

受付時間  AM10：00～PM8：00
TEL 0478-82-0547
香取市小見川大橋通り

美
白
美
白

腰
痛
腰
痛

●

●●

●

至
銚
子

至成田 至
佐
原

国道356号
大
橋
通
り

GS

春本

うなせん小見川大橋
利根川

至神栖
http://www.suzuwa-shika.com/http://www.suzuwa-shika.com/

すずわ歯科医院

香取市木内86-1
9：00～13：00
14：30～18：30
木・日・祝祭日

☎0478-82-5066 
住　　所

診療時間

休 診 日

一般歯科・小児歯科・矯正歯科

※祝祭日のある週は木曜日診療致します。

■

■

■■ ■
カ
イ
ン
ズ

　
　

ホ
ー
ム

ダイナム

本田病院すずわ歯科医院

APPLEセブン
イレブン

■

か と り
福祉コミュニケーション

社 協 か と り

　社会福祉協議会では、行政協力員及び地区社協役員をはじめ、
多くの市民の皆様のご理解、ご協力をいただき会員としてご加
入いただきました。

会費納入状況

ご寄付ありがとうございます。

一般会費

（敬称略、順不同）

金　額 氏　名
66,110 円 東大戸地区社協
46,000 円 津宮地区社協
5,000 円 並木久雄
3,000 円 津宮 6 区
3,000 円 津宮 7 区

賛助会費

8月1日から11月30日までにご寄付いただい
た方々をご紹介いたします。

一般寄付

金額 氏名等
190,000 円 小見川区軍恩会
176,547 円 栗源循環ワゴン利用者（平成 18 年 8 月 1 日〜 11 月 30 日）
107,872 円 香取市役所生活福祉課募金箱
100,000 円 シャルマンシルバーダンスクラブ
100,000 円 角田せつ
30,000 円 細野しけ
20,881 円 栗源ライオンズクラブ
20,000 円 フレンドリィー
17,138 円 根本信子
16,864 円 香取農業共済組合
15,950 円 ソニーイーエムシーエス（株）小見川テック
10,300 円 長寿（103 歳）　間野つね
10,000 円 荒井功
10,000 円 栗源源流会
10,000 円 匿名
9,660 円 このゆびとまれ
9,461 円 咲楽会
8,039 円 香取市文化協会連合会山田文化協会歌謡部
7,600 円 大倉水郷団地シニアクラブ
4,563 円 道の駅紅小町部会　代表　小川民弥
4,141 円 匿名
4,000 円 林嘉昭
3,789 円 香取市小見川区事務所　自治振興課
3,399 円 斉藤徳栄
3,114 円 佐藤商事
2,259 円 栗源公民館募金箱
2,000 円 芹川和男
1,426 円 やまだ楽☆楽ハイキング
1,000 円 リボンアート

645 円 黒川四郎
535 円 香取市小見川区事務所　生涯学習課

地区名 金　額
香　取 916,000 円
香　西 804,800 円
東大戸 769,600 円
津　宮 438,400 円
大　倉 404,800 円

地区名 金　額
新　島 612,800 円
瑞　穂 602,400 円
新　宿 2,051,980 円
本　宿 1,195,500 円
北佐原 430,000 円

し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
に
、
様
々

な
枠
組
み
を
超
え
、
各
分
野
の
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
協

力
し
て
地
域
の
福ち

祉か

力ら

を
高
め
て
い

く
組
織
で
す
。

　

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
轄
地

域
を
範
囲
と
す
る
「
香
取
地
域
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
平
成
15
年
10
月

に
行
わ
れ
た
「
千
葉
県
地
域
福
祉
支

援
計
画
香
取
地
区
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
に
参
加
し
た
皆
様
を
中
心
に

呼
び
か
け
を
行
い
、
平
成
16
年
8

　

平
成
16
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た

「
千
葉
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
」
に

お
い
て
、県
内
各
地
域
の
福
祉
圏（
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
轄
区
域
を
広

域
福
祉
圏
、
市
町
村
単
位
を
基
本
福

祉
圏
、
小
学
校
あ
る
い
は
中
学
校
の

学
区
を
小
域
福
祉
圏
と
す
る
3
層
構

造
）そ
れ
ぞ
れ
に「
地
域
福
祉
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
結
成
す
る
こ
と
が
推
進
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
地
域
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
地
域
の
住
民
一

人
ひ
と
り
が
地
域
福
祉
の
担
い
手
と

香
取
地
域

福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

※�栗源循環ワゴンでは、利用料をいただかない代わりに募金箱を設置して募金の協力をお願いしております。

寄付者紹介

月
よ
り
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
（
会

長　

平
山　

真
佐
雄
）。
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
約
3
ヶ
月
お
き
に
会
合
を
持

ち
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
福
祉
に
関

わ
る
諸
問
題
や
制
度
改
変
、
新
規
施

策
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
た
り
、

千
葉
県
に
お
け
る
福
祉
政
策
の
基
礎

と
な
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
勉

強
会
な
ど
の
企
画
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野

に
関
わ
る
こ
と
を
深
く
掘
り
下
げ
る

た
め
「
専
門
部
会
」
を
設
け
、
適
時

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
計
画
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
香
取
地
域
福
祉
圏
を
範
囲
と

し
た「
香
取
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
す
が
、
こ
の
た
び
の
合
併
で
香
取

福
祉
圏
域
が
再
編
成
さ
れ
、
私
た
ち

の
香
取
市
が
人
口
や
福
祉
資
源
で
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
こ
で
、現
在
は
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
事
務
局
を
中
核
支
援
セ
ン

タ
ー「
香
取
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域

の
社
会
福
祉
協
議
会
が
長
年
培
っ
て

き
た
地
域
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
香
取
市
の

「
福
祉
力
」
を
更
に
高
め
て
ゆ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
益
々
、

香
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
関
わ

り
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

事
務
局

　

香
取
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク☎

50
‐
2
8
0
0

　会費の納入については、支所毎に時期等を設定しております。
今回は前号からこれまでに納入いただいた地区等を紹介いたし
ます。

プルタブ・アルミ缶

香取郡市ろうあ協会、手話サークル青空、リボンアート、マルダイ商事㈱、
天海工務店、ガールスカウト（小見川）、老人保健施設おみがわ職員一同、
三味線の会、九十九里ホーム山田特別養護老人ホーム、大録健二、
鈴木貞子、菅井育男、田中トシ、久保木史郎、武田定子、田中トシ、
本宮憲人、根本みち子、篠塚広志、久一幸信、高橋達巳、篠塚雄太、
五十嵐康博、大坂登月、井上貴代美、松本清暁、平山純子、川口芳江、
伊関栄子、河野和子、加賀屋京子、武田良子、岩立洋

古切手

佐原成型㈱、房総の会　冨澤哲子、天海工務店、㈱デリックス、
斎藤工業㈱、住友金属工業㈱鹿島製鉄所並びに関係会社 世話人 
山内輝雄、玉澤ふとん、岩立商店、佐原農業協同組合、栗源郵便局、
浅野、大録健二、香取栄、香取進、黒田アツ、本宮憲人、金親清二、
匿名

テレカ等
房総の会　冨澤哲子、天海工務店、住友金属工業㈱鹿島製鉄所
並びに関係会社 世話人 山内輝雄、上原幸子、大録健二、奈良好雄、
中里信夫

ベルマーク 大録健二

介護用品 黒田郁江、森田英雄、匿名

子どもリサイクル用品 藤本好美、高岡幸子、匿名

その他 楽天堂ホームケア佐原、大竹あき、齋藤勝幸

アルミ缶回収協力校 八都小学校、八都第二小学校、府馬小学校、第一山倉小学校、山倉小学校
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か と り
福祉コミュニケーション

社 協 か と り

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
「
社
協
か

と
り
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

香
取
市
社
協
が
誕
生
し
早
く

も
九
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
広

報
紙
「
社
協
か
と
り
」
は
、
社

協
と
市
民
の
み
な
さ
ま
を
つ
な

ぐ
掛
け
橋
と
し
て
、
職
員
は
も

と
よ
り
福
祉
に
た
ず
さ
わ
る
多

く
の
か
た
が
た
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
編
集
し
て
お
り
ま
す
。

発
足
間
も
な
い
こ
と
も
あ
っ
て

各
種
福
祉
活
動
の
紹
介
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
み
な
さ

ま
の
身
近
に
あ
っ
て
頼
り
に
し

て
い
た
だ
け
る
広
報
紙
に
成
長

し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
社
協
か
と
り
」

を
ど
の
よ
う
に
ご
覧
い
た
だ
け

た
で
し
ょ
う
か
。
福
祉
の
こ
と

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
か
、
こ

ん
な
記
事
を
載
せ
て
ほ
し
い
、

社
協
で
こ
ん
な
企
画
を
し
て
ほ

し
い
な
ど
、
み
な
さ
ま
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
市
民
と

共
に
歩
む
広
報
で
あ
る
よ
う
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
福
祉
の
諸
問
題
が

解
決
さ
れ
、
明
る
い
福
祉
社
会

の
実
現
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

一
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

編
集
後
記

INFORMATION

第25回 男の料理教室参加者募集開催日　3月7日（水）9時30分〜
場　所　小見川福祉センター「さくら館」調理実習室参加費　500円（食材費として）
対象者　香取市小見川区在住、または在勤の方問合せ　小見川支所

子供リサイクル用品のご案内
　山田支所では、チャイルドシート、ベビーカーなど不要と

なった子供用品のリサイクル活動を行っております。

　不要の子供用品がございましたら、社会福祉協議会へお

持ちください。

　また、リサイクル用品でもきれいな物もございますので、

購入の前に一度お問い合わせください。

【現在のお預かり品】

ベビーラック(３）　ベビーキャリー(３）　おもちゃ（３）　歩

行器（１）　ベビーバス（１）　おまる（２）　子守帯（１）　ベ

ビーカー（２）　チャイルドシート（１）　ベビーベッド（１）

【問い合わせ】　山田支所

広
報
委
員

平
川
　
剛
忍
・
八
角
　
是
文

千
代
田
　
學
・
細
野
　
昌
男

本所…☎54-4410　小見川…☎83-7071　山田…☎78-1056　栗源…☎75-2118

次号発行予定日　平成19年3月1日（木）

登録ヘルパー募集
　あなたの余暇時間を使って地域福祉に貢献してみませんか。
業務内容　訪問介護事業
応募資格　ホームヘルパー２級以上取得者給　　与　身体介護　時給1,400円　　　　　生活援助　時給1,000円　　　　　その他　交通費
応募方法　�写真貼付の履歴書、資格の証明をできるものを提出
受　　付　各支所にて随時受付

佐　原：香取市社会福祉協議会・本所会議室
小見川：香取市小見川福祉センター
山　田：旧山田町社会福祉センター・和室
栗　源：香取市栗源公民館

心配ごと相談日程表

日　程 場　所 担　　当

1月11日 佐　原 越川玉壽・林優子

1月18日 小見川 篠塚敬治・栗田義彦

1月25日 山　田 高木富美枝・岩立節子

2月 1日 栗　源 青柳教明・菅井武

2月 8日 佐　原 尾形忠志・富田良子

2月15日 小見川 木村勇・小山田和郎

2月22日 山　田 大野登士・高木登・平野明

3月 1日 栗　源 伊藤健寿・齋藤勝幸

3月 8日 佐　原 本宮宏純・弓削富榮

（毎週木曜日・10時～3時まで）

赤い羽根共同募金・
歳末たすけあい募金

　ご協力いただき誠にありがとうございました。

※�詳細は、平成 19 年３月１日号でご報告いたし

ます。

中核地域生活支援センター 香取ネットワーク

　中核地域生活支援センターは、「誰もがありのままにその人らしく暮らすことのできる地域」

を実現させるため、千葉県が平成16年10月に「福祉の総合相談窓口」として、健康福祉セン

ター圏域（旧保健所）ごとに県内14 ヶ所設置しました。

　香取圏域には、旧佐原市へ香取ネットワークの名称で事業所が設置されて２年、圏域内の

行政、社会福祉協議会、関係機関、住

民代表の方々と連携し、子どもから高

齢者まで障害の有無に関わらず、皆様

からの相談に応じ解決に向けたお手伝

いをさせて戴いています。

　香取ネットワークの事務所は、JR佐

原駅北口より徒歩5分の場所にあり、

皆様からの相談は24時間365日（夜間

は転送電話にて対応）受付けております

ので、お気軽にご相談、お立ち寄りく

ださい。

〒287-0002

香取市北1−11−18

Tel 0478-50-2800

fax 0478-50-2881

広 告 募 集 !
問い合わせ　本所54-4410

社協かとりでは、広告掲載者を募
集しています。

▲スタッフ６名　全員
勢揃い

8平成19年1月


